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水槽内で観察されたニセゴイシウツボの産卵前行動

大西　遼 1・佐久間夢実 1

1〒 649–3514　和歌山県東牟婁郡串本町有田 1157　串本海中公園センター

はじめに
ウツボ科魚類の産卵行動については，これま

でにいくつかのところで報告がある．三宅島では

ウツボGymnothorax kidako (Temminck and Schlegel, 

1846)とホシキカイウツボ Uropterygius sp. sensu 

Hatooka, 2000の産卵行動が確認されており，前

者はペアが尾部をゆるく絡ませながら腹部を押し

つけ合い産卵し，後者は 1個体のメスに 3個体の

オスが群がる産卵直前と思われる行動が確認され

ている（Moyer and Zaiser, 1982）．フィリピンでは，

G. herrei Beebe and Tee-Van, 1933が 1個体のメス

に 7個体のオスが群がり，メスの腹部に噛みつき

上昇する産卵行動が確認されている（Ferraris, 

1985）．相模湾では，トラウツボ Enchelycore pardalis 

(Temminck and Schlegel, 1846)， コ ケ ウ ツ ボ E. 

lichenosa (Jordan and Snyder, 1901)，およびウツボ

で吸水卵を有する産卵直前の個体がペアを形成し

ている様子が確認されている（大森ほか，2022; 

Oomori et al., 2022）．館山湾と新江ノ島水族館の

水槽内ではウツボの産卵行動が観察されており，

オスがメスの上顎を咥えて上昇し，ペアで産卵す

る様子が確認されている（Oomori et al., 2024）．

他にも，水槽内でアセウツボ G. pictus (Ahl, 1789)

とサビウツボ G. thyrsoideus (Richradson, 1845)の

産卵行動が詳細に観察されており，いずれもオス

がメスの上顎を咥えて上昇し，ペアで産卵するこ

とが報告されている（Loh and Chen, 2018）．

ニ セ ゴ イ シ ウ ツ ボ Gymnothorax isingteena 

(Richardson, 1845)は，韓国，日本からインドネシ

アにかけての西太平洋に広く分布し（Allen and 

Erdmann, 2012; Smith, 2012; 波戸岡，2013），日本

国内では八丈島，伊豆半島以南の太平洋沿岸から

琉球列島にかけて記録されている（波戸岡 , 2013; 

本村，2024）．本種は観賞魚として人気が高く，

多くの水族館で飼育展示されている（小枝，

2018）．一方で，本種の生態についてはほとんど

分かっておらず，産卵に関する知見はこれまで得

られていない．

今回，串本海中公園センターで飼育されてい

る 2個体のニセゴイシウツボを観察したところ，

産卵前行動が確認された．これまで本種の産卵行

動に関する報告はないため，生態的知見の蓄積の

ためここに報告する．

材料と方法
産卵行動の観察は，2023年 5月 26日から同年

5月 31日の期間に毎日行った．観察時間は，16

時 30分から 21時頃まで行った．観察は 2名で行

い，撮影にはデジタルカメラ Tough TG-5（Olympus

社製）およびスマートフォンカメラ（Apple社製）

を用いて水槽の側面から適宜行動を記録した．観

察に用いた 2個体のニセゴイシウツボは，和歌県

串本町でウツボ籠漁により採集された個体で，

2015年頃（採集日不明）から串本海中公園セン

ターで飼育展示されている．本種の雌雄判別につ

いては，腹部の膨満および肛門部分が突出した個

体をメスとして判断した．観察後，水槽内からペ

アを取り出し，メジャーを用いて全長を測定した．

観察に用いた水槽は間口 180 cm×奥行 135 cm×

水深 150 cm，総水量 3645 ℓで，自然海水と砂濾
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過方式による循環濾過水を常時注水した（Fig. 

1A）．水温は 17.8–30.8℃の範囲で推移し，2022

年12月19日から2023年 5月 29日まではボイラー

を使用して約 20℃になるように加温した（Fig. 

2）．照明は LED蛍光灯（20 W）を使用し，8時

30分から 16時 30分の間点灯した．給餌は 2日

に 1回行い，魚類と頭足類を与えた．本水槽には

ニセゴイシウツボ 2個体の他に，トラウツボ，ウ

ツボ，アミメウツボ G. pseudothyrsoideus (Bleeker, 

1853)，およびモヨウモンガラドオシ Myrichthys 

maculosus (Cuvier, 1816)が混泳されている．

結果
観察に用いたニセゴイシウツボの全長は，オ

スが全長 137.0 cm，メスが全長 144.0 cmであった．

2023年 4月下旬からペアを形成しており（Fig. 

1B），メスの腹部がやや膨出しているのを確認し

た．この時，摂餌は雌雄ともに通常通り行ってい

た．同年 5月 26日には，メスの腹部が大きく膨

満し（Fig. 3A），雌雄ともに摂餌を行わなくなっ

た．同年 5月 28日の 16時 30分に，メスの肛門

部分が突出しているのを確認した（Fig. 3B）．同

日 17時以降は，オスが吻先でメスの頭部周辺を

擦り付けるような行動やオスがメスの腹部を吻先

で突きあげる行動が頻繁に観察された．同日 18

時 00分から 19時 30分にかけては，メスが遊泳

した際にオスが追尾する行動が観察された．その

後、同日 19時 45分にオスがメスの下顎を咥え，

縦泳ぎの状態で約 26秒間上昇したが，顎を離し

て下降した（Fig. 4A–C）．同日 19時 50分に，再

びオスがメスの上顎を咥えて上昇したが，約 4秒

後に顎を離して下降した（Fig. 5）．オスがメスの

顎を咥えて上昇する行動は計 2回確認されたが，

いずれも放精・放卵には至らなかった．その後も

ペアの形成は続いたが，産卵行動は確認されな

かった．同年 6月 1日 5時 30分，水槽内に卵が

浮遊しているのを確認した．卵は白濁しており，

卵膜はへこみ，卵発生は進まなかった（Fig. 6）．

考察
ウツボ科魚類の産卵行動にはペア産卵とグ

ループ産卵があるとされており（Loh and Chen, 

2018），本研究において 2個体のニセゴイシウツ

ボがペアを形成していたことから，本種はペア産

卵を行うと考えられる．自然下のトラウツボ，コ

ケウツボ，およびウツボでは，吸水卵を有する産

卵直前のメスと，精子を形成するオスがペアを形

Fig. 1. The tank for observation at Kushimoto marine park center (A). The pair of Gymnothorax isingteena on April 25, 2023 (left: 
female,right: male) (B).

Fig. 2. Water temperature of tank.
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成しており，メスは腹部の膨満と肛門部分の突出

が確認されている（大森ほか，2022; Oomori et 

al., 2022; Oomori et al., 2024）．今回確認されたニ

セゴイシウツボのペアの形成とメスの腹部の膨

満，および肛門部分の突出は，それらの報告と同

様であったことから，本種のメスは吸水卵を有し

ており，産卵直前の状態であったと考えられる．

また，本種のオスがメスの顎を咥えて上昇する行

動は，Loh and Chen (2018)や Oomori et al. (2024)

が報告したウツボ，アセウツボ，およびサビウツ

ボの産卵行動に類似しており，この行動は本種の

産卵行動であると考えられた．しかし，本種では

下顎を咥える行動が観察されており，ウツボ，ア

セウツボ，およびサビウツボの報告ではいずれも

上顎を咥えていたことから，種により行動が一部

異なる可能性が示唆された．

今回，ニセゴイシウツボのオスがメスの顎を

咥えて上昇した際に放精・放卵は行われず，回収

した卵は発生が進まなかった．Loh and Chen (2018)

は，水槽内で観察されたサビウツボが正常に放卵・

放精を行わなかった要因として，本来の生息水深

や個体の全長に対して水槽の水深が浅いことに起

因する可能性があると報告している．今回のニセ

ゴイシウツボについても，Loh and Chen (2018)の

報告したサビウツボと同様の要因であると考えら

れるが，本研究では 2個体のみの観察であったた

め，今後も継続した観察が必要である．

Fig. 3. Female with swollen abdomen on May 26, 2023 (A). Protruding portion nearby female anus on May 28, 2023 (B).

Fig. 4. Male gripped on female’s lower jaw (A), and then rushing surface with female (B). 26 seconds later, male released female (C).
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Fig. 5. Male gripped on the female's upper jaw.

Fig. 6. Eggs collected from the tank.


